
条

約

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
条

１

い
ず
れ
か
一
方
の
当
事
国
政
府
が
日
本
国
の
自
衛
隊
又
は
カ
ナ
ダ
軍
隊
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
前
条
１
⒜
か
ら
⒠
ま

で
に
掲
げ
る
活
動
の
た
め
に
必
要
な
物
品
又
は
役
務
の
提
供
を
他
方
の
当
事
国
政
府
に
対
し
て
こ
の
協
定
に
基
づ
い

て
要
請
す
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
当
事
国
政
府
は
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
要
請
さ
れ
た
物
品
又
は
役
務
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
物
品
又
は
役
務
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
係
る
も
の
と
す
る
。

食
料
、
水
、
宿
泊
、
輸
送
（
空
輸
を
含
む
。）、
燃
料
・
油
脂
・
潤
滑
油
、
被
服
、
通
信
業
務
、
衛
生
業
務
、
基
地

活
動
支
援
（
基
地
活
動
支
援
に
付
随
す
る
建
設
を
含
む
。）、
保
管
業
務
、
施
設
の
利
用
、
訓
練
業
務
、
部
品
・
構
成

品
、
修
理
・
整
備
業
務
（
校
正
業
務
を
含
む
。）、
空
港
・
港
湾
業
務
及
び
弾
薬

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
係
る
物
品
又
は
役
務
に
つ
い
て
は
、
付
表
に
お
い
て
定
め
る
。

３

２
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
自
衛
隊
又
は
カ
ナ
ダ
軍
隊
に
よ
る
武
器
の
提
供
が
含
ま
れ
る
も
の
と
解
し
て

は
な
ら
な
い
。

４

日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
前
条
１
⒜
か
ら
⒠
ま
で
に
掲
げ
る
活
動
の
た
め
に
必
要
な
物

品
又
は
役
務
の
提
供
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
法
令
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

第
三
条

１

両
当
事
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
物
品
又
は
役
務
の
使
用
が
国
際
連
合
憲
章
と
両
立
す
る

こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
物
品
又
は
役
務
を
受
領
し
た
当
事
国
政
府
（
以
下
「
受
領
当
事
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

当
該
物
品
又
は
役
務
を
提
供
し
た
当
事
国
政
府
（
以
下
「
提
供
当
事
国
政
府
」
と
い
う
。）の
書
面
に
よ
る
事
前
の
同

意
を
得
な
い
で
、
一
時
的
で
あ
れ
又
は
永
続
的
で
あ
れ
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
も
、
当
該
物
品
又
は
役
務
を
受

領
当
事
国
政
府
の
部
隊
以
外
の
者
に
移
転
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条

１

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
物
品
又
は
役
務
の
提
供
に
係
る
決
済
の
手
続
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⒜

物
品
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

受
領
当
事
国
政
府
は
、
提
供
当
事
国
政
府
に
と
っ
て
満
足
の
で
き
る
状
態
及
び
方
法
で
当
該
物
品
を
返
還
す

る
。
た
だ
し
、

の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
部
会
）

第
二
条

審
査
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
は
、
会
長
が
指
名
す
る
。

３

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

４

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６

審
査
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
査
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
）

第
三
条

審
査
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
査
会
の
議
事
は
、
委
員
で
会
議
に
出
席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。

（
庶
務
）

第
四
条

審
査
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
審
査
会
の
運
営
）

第
五
条

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が

審
査
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
カ
ナ

ダ
政
府
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
三
号

日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

カ
ナ
ダ
政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
カ
ナ
ダ
政
府
（
以
下
個
別
に
「
当
事
国
政
府
」
と
い
い
、「
両
当
事
国
政
府
」
と
総
称
す
る
。）は
、

後
方
支
援
の
分
野
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
（
以
下
「
物
品
又
は
役
務
」
と
い
う
。）の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
枠
組

み
を
設
け
る
こ
と
が
、
日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
の
緊
密
な
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
設
け
る
こ
と
が
、
日
本
国
の
自
衛
隊
及
び
カ
ナ
ダ
軍
隊
が
実
施
す
る
活
動
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
一
層
効
率
的
に
果
た
す
こ
と
を
促
進
し
、
並
び
に
国
際
の
平
和
及
び
安
全
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を

理
解
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

１

こ
の
協
定
は
、
日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
活
動
の
た
め
に
必
要
な
物
品
又

は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
基
本
的
な
条
件
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⒜

日
本
国
の
自
衛
隊
及
び
カ
ナ
ダ
軍
隊
の
双
方
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
る
訓
練

⒝

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
又
は
い
ず
れ
か
の
当
事
国

政
府
の
国
若
し
く
は
第
三
国
の
領
域
に
お
け
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
処
の
た
め
の
活
動

⒞

外
国
で
の
緊
急
事
態
に
お
け
る
自
国
民
又
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
者
の
退
去
の
た
め
の
保
護
措
置

又
は
輸
送

⒟

連
絡
調
整
そ
の
他
の
日
常
的
な
活
動
（
い
ず
れ
か
一
方
の
当
事
国
政
府
の
部
隊
の
艦
船
又
は
航
空
機
に
よ
る
他

方
の
当
事
国
政
府
の
国
の
領
域
内
の
施
設
へ
の
訪
問
を
含
む
。）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
か
の
当
事
国
政
府
の
部
隊
が

単
独
で
行
う
訓
練
を
除
く
。

⒠

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
法
令
に
よ
り
物
品
又
は
役
務
の
提
供
が
認
め
ら
れ
る
そ
の
他
の
活
動

２

こ
の
協
定
は
、
相
互
主
義
の
原
則
に
基
づ
く
物
品
又
は
役
務
の
提
供
の
た
め
の
枠
組
み
に
つ
い
て
定
め
る
。

３

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
物
品
又
は
役
務
の
要
請
、
提
供
、
受
領
及
び
決
済
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
自

衛
隊
及
び
カ
ナ
ダ
軍
隊
が
実
施
す
る
。


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